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か ら肝門部胆管まで 及ぶ広範囲胆管癌に対 し
, 肝

門部胆管切除術併用月琴頭十 二 指腸切除術を施行

し
, 術後 8 年生存中である .

1 1 0 　 当 科 に お け る 胆 道 癌 手 術 症 例 の 検 討 - 肝 外

胆 管 癌 を 中 心 に
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平成元年 1 月より平成 1 5 年 7 月末まで の 間に

当科で手術が行われた胆道癌症例 は 1 4 8 例であ っ

た . その 内訳 は
, 胆嚢癌 49 例 , 乳頭部癌 29 例, 肝

外胆管癌 5 7 例, 肝内胆管癌 13 例であ っ た
. 切除

率はそれぞれ胆嚢癌3 3/ 4 9 - 6 7 .3 % , 乳頭部癌

2 9/ 2 9 - 1 0 0 % , 肝 外胆管癌 4 8 / 5 7 - 8 4 . 2 %

(P D 1 4 例
,

P P P D 16 例, 肝外胆管切除 7 例, 右 3

区域切除1 例, 拡大肝右乗切除 5 例, 拡大肝左乗

切除5 例) , 肝内胆管癌 1 1 / 13 - 8 4 . 6 % で あ っ た .

肝外胆管癌を中心に当科における胆道癌 の 治療成

績に つ い て 報告する.

1 1　当科における広範囲胆管癌に対する手術治療

の現状
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1 99 9 年 4 月 - 2 003 年 7 月に当科で経験 した胆

管癌手術例 2 4 例 中, 広範囲胆管癌 7 例 を対象 に

治療成績を検討 した.

開腹所見で 腹膜播種性転移が 明ら か と な っ た 1

例 は非切除 と し たが , 術後1 カ 月で原病死 した .

他の 6 例 に対 して
, 拡大肝右乗切除を 2 例, 牌頭

十 二指腸切除を 2 例 (P D l 例,
P p P D l 例) , 肝切

除 ( 拡大肝右葉 1 例, 肝左葉 1 例) 兼牌頭十 二 指

腸切除 ( P p P D ) を 2 例 に行 っ た . こ れら の 中で

治癒切除とな っ た の は肝月華同時切除 の 2 例の み で

あ っ た ( 治癒切除率3 3 . 3 % ) . 肝臓同時切除を行

っ て も治癒切除が不可能で ある こ とが判明した 3

例, 肝予備能 が不良で あ っ た 1 例 で, 肝月華同時切

除を断念 した . 術後合併症が高率 (6 例中 4 例 ;

6 6 .7 % ) に出現 し たが
, 全例 が耐術し在院死亡は

なく, 術後在院期間は 7 4 ± 1 8 (5 1 - 1 0 7) 日で

あ っ た
. 治癒切除例 の 予後 は 1 例 が術後 10 ヵ 月

で再発死亡したが
,

1 例 は 1 6 カ 月無再発生存中で

ある . 非治癒切除とな っ た 4 例中, 術後放射線治

療を追加 しな か っ た 2 例 は, 術後 6 ヵ 月及び 8 ヵ

月に原病死 したが, 術後放射線治療を追加 した 2

例 で は, 術後 5 カ 月, 1 4 ヵ 月経過 し
, 生存中であ

る .

広範囲胆管癌に対 して
, 根治には肝切除と牌頭

十二 指腸切除 の併施が必要 である . し か し, 癌腫

の 進行状況と患者 の 全身状態を鑑み て , 肝月畢同時

切除を断念する選択が手術に伴うリ ス ク を軽減す

る こ と に繋が る. また姑息手術とな っ た場合でも,

放射線治療を追加する こ とで
, 予後が延長される

可能性がある と思われた .

1 2 　 肝 門 部 胆 管 癌 の 切 除 成 績
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当科の肝門部胆管癌の 治療方針は肝切除＋胆管

切除が基本 で 1) 胆管癌進展高度側 の肝葉切除＋

尾状乗切除 2) 右肝動脈浸潤陽性で は右乗切除

を考慮する 3) 十二 指腸側胆管断端陽性 で は月華

頭十 二指腸切除術を症例 により追加する こ と に し

て い る. 過去 1 1 年間に 3 9 例の 上部 ･ 肝門部胆管

癌を切除 し手術成績を検討した の で報告する . 男

性 2 8 例, 女性 1 1 例 . 年齢は 4 9 - 7 8 歳 , 平均

67 . 4 歳であ っ た. 術式は胆管切除 3 例 ･ 肝月琴同時

切除 ( H P D) 4 例 ･ 肝乗切除 3 2 例 . 在院死亡 は 4

例 10 % (手術死亡 2 例) であ っ た. 4 例 中 3 例は

M R S A 感染で死亡 した . 1 99 8 年以降 M R S A 感染

対策 ･ 術前 の 十分な減黄と胆管炎の治療
,

肝機能




